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新しい議会構成　が決まりました。新しい議会構成　が決まりました。
令和 5 年１１月 1 日に開催された令和 5 年第 1 回板　　野町議会臨時会（初議会）の結果をお知らせします。

東ひ
が
し

根ね　
弘ひ
ろ
幸ゆ
き 

副
町
長

松ま
つ
長な
が　

　
徹と
お
る 

事
務
局
長

大お
お

西に
し　

裕ひ
ろ

也や 

議
員

根ね

ヶが

山や
ま　
昇の
ぼ
る 

議
員

犬い
ぬ
伏ぶ
し　
雅ま
さ
啓ひ
ろ 

議
員

松ま
つ

浦う
ら　

　
昶と
お
る 

議
員

藤ふ
じ

田た　
千ち

穂ほ 

議
員

水み
ず
口ぐ
ち　

昭あ
き
彦ひ
こ 

議
長

楠く
す
本も
と　

千ち

 

議
員

ぐ
さ

奥お
く
尾お　
周し
ゅ
う

二じ 

副
議
長

玉た
ま
井い　
孝こ
う
治じ 

町
長

石い
し

田だ　
　
実み
の
る 

議
員

三み

原は
ら　
大だ
い

輔す
け 

議
員

東と
う
條じ
ょ
う　

昭し
ょ
う

二じ 

議
員

谷た
に
川が
わ　
健け
ん
二じ 

教
育
長

太お
お
田た　
良よ
し
和か
ず 

議
員

前
列
左
か
ら

後
列
左
か
ら
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新しい議会構成　が決まりました。新しい議会構成　が決まりました。
令和 5 年１１月 1 日に開催された令和 5 年第 1 回板　　野町議会臨時会（初議会）の結果をお知らせします。

議　
長
に　

水
口　
昭
彦
氏
を
選
任

副
議
長
に　

奥
尾　
周
二
氏
を
選
任

議長・副議長就任あいさつ
� 第38代　議　長　水口　昭彦
� 同　　副議長　奥尾　周二
　町民の皆さまには、町議会に対し深いご理解ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　去る10月1日に執行されました板野町議会議員一般選挙で12名の議員が誕生いたしました。
　そして11月1日に開催した令和5年第1回臨時会において、議員の皆様のご推挙により就任しま
した。身に余る光栄であると同時に、その責任の重さを痛感し、身の引き締まる思いでございます。も
とより微力でありますが、皆様のお力添えをいただきながら、町政の発展と円滑な議会運営に全力を尽
くす所存であります。
　近年は、地方自治体の権限や役割はこれまで以上に重要となっており、議員一人ひとりが、役割を
十分に果たし、町民福祉向上と町政発展のため、全力を傾注し、町民の皆さまの声を町政に反映さ
せることができるよう、課題の解決に向けて議論、そして活発な議会活動を続け、皆さまのご期待に
沿うよう努力してまいります。
　今後とも、なお一層のご支援とご協力をお願い申し上げまして、就任のご挨拶とさせていただきます。
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務
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板
野
町
監
査
委
員　
根
ヶ
山
昇

　
常
任
委
員
等
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
、
監
査
委
員（
議
会
選
出
）が
、
次
の
と
お
り
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

�

※
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
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令和５年第３回板野町議会定  例会提出議案令和５年第３回板野町議会定  例会提出議案
令和５年度一般会計補正予算（第４号）　可決

主な補正の内容と補正額

～　その他の令和５年度補正予算　～

会期は９月１日～９月12日、23 案件
（報告３件、議案 20 案件）

全て可決されました。

歳入歳出
それぞれ

補正後の
予算総額

 2 億３,２４８万 4 千円 増額

６２億３,２８０万 4 千円

板野保育園園舎改修工事等 �  + 3,881 万 5 千円
　 屋上防水工事、外壁等改修工事等に伴う補正。

ワクチン接種事業等 �  + 1,310 万 6 千円
　 新型コロナワクチン接種事業等に伴う補正。

あせび温泉設備工事請負費等 �  + 4,300 万円
　 経年劣化による設備の更新工事等に伴う補正。

東小学校講堂空調機新設工事等 �  + 3,320 万円
　 空調機新設工事、管理棟改修工事に伴う補正。

特別会計については、主に繰越金の補正となります。

会計名 補正額 補正後の予算総額
一般会計（第３号 専決処分） ＋4,500 千円 6,000,320 千円
特別会計国民健康保険（第１号） ＋20,611 千円 1,864,496 千円
住宅新築資金等貸付事業特別会計（第１号） ＋1,441 千円 4,259 千円
後期高齢者医療特別会計（第１号） ＋1,656 千円 201,060 千円
介護保険（保険事業）特別会計（第１号） ＋108,417 千円 1,542,945 千円
介護保険（介護サービス事業）特別会計（第１号） ＋4,161 千円 12,364 千円

下水道事業会計（第２号） 収益的支出補正額
＋260 千円

収益的支出総額
203,584 千円
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令和５年第３回板野町議会定  例会提出議案令和５年第３回板野町議会定  例会提出議案

　

板
野
町
土
地
開
発
公
社

理
事
長
よ
り
決
算
状
況
の

報
告
を
町
長
が
受
け
、
地

方
自
治
法
に
基
づ
き
そ
の

内
容
を
議
会
に
報
告
。

　
上
田　
教
夫　
様

�

（
中
久
保
）

　 

条
例
改
正

●�

板
野
町
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
改
正
を

行
う
こ
と
を
可
決
。

●�

板
野
町
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
を
行
う
こ
と

を
可
決
。

　 

土
地
開
発
公
社

　 

決
算
状
況
報
告

　 

板
野
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
同
意

●�

板
野
町
議
会
委
員
会
条

例
を
一
部
改
正
。
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
委

員
定
数
が
６
人
か
ら
５

人
へ
変
更
と
な
り
ま
し

た
。

　 

《
議
員
提
案
》

�

条
例
改
正

各
提
出
議
案
の
詳
し
い

内
容
は
板
野
町
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
の
会
議
録
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

令和４年度歳入歳出決算の認定について　承認
会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 65 億 6,124 万 5,382 円 62 億 3,106 万 9,714 円

特別会計国民健康保険 16 億 7,981 万 5,395 円 16 億 4,924 万 7,049 円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,393 万 877 円 1,248 万 8,193 円

奨学金貸与事業特別会計 373 万 4,400 円 373 万 4,400 円

後期高齢者医療特別会計 １億 9,286 万 9,768 円 １億 9,121 万 1,869 円

介護保険（保険事業）特別会計 15 億 2,102 万 9,979 円 14 億 1,444 万 1,337 円

介護保険（介護サービス事業）特別会計 996 万 1,743 円 579 万 9,584 円

公共下水道事業特別会計 3 億 7,843 万 8,824 円 3 億 5,440 万 6,960 円

水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
収益的収入及び支出の決算額 収入：水道事業収益 2 億 6,085 万　802 円

支出：水道事業費用 2 億 3,728 万 3,083 円

資本的収入及び支出の決算額 収入：資本的収入 2,643 万 6,500 円

支出：資本的支出 8,289 万 6,868 円
※決算について詳しい内容は１１月号のすがおをご覧ください。

5 議会だより いたの 2023 年 12 月



一　般　質　問

問
気
象
庁
は
6
月
か

ら
8
月
ま
で
の
日

本
の
平
均
気
温
が
こ
れ
ま

で
で
最
も
高
か
っ
た

2
0
1
0
年
を
上
回
り
、

過
去
最
高
を
更
新
す
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
明
ら
か

に
し
た
。
ま
ず
、「
小
中

学
校
の
特
別
室
の
エ
ア
コ

ン
設
置
状
況
に
つ
い
て
」

質
問
す
る
。

　
板
野
町
の
小
中
学
校
の

特
別
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
は
、
各
小
中
学

校
ま
ち
ま
ち
な
状
況
。
現

状
の
気
温
を
考
え
る
と
早

急
に
設
置
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
が
、
今

後
、
小
中
学
校
の
特
別
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
の
増
設
は
検

討
し
て
い
る
の
か
。

答
小
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、

普
通
教
室
は
、
全
て
の
教

室
に
設
置
を
完
了
し
て
い

る
。
特
別
教
室
で
は
、
使

用
頻
度
の
高
い
教
室
か
ら

設
置
を
進
め
て
お
り
、
熱

中
症
対
策
の
観
点
か
ら
、

引
き
続
き
、
計
画
的
に
特

別
教
室
を
含
む
全
教
室
に

設
置
し
て
い
く
。

再
問
計
画
的
に
と

い
う
こ
と
だ

が
、
な
ぜ
、
西
小
学
校
は

理
科
室
に
あ
っ
て
家
庭
科

室
に
な
い
と
か
、
各
小
学

校
で
バ
ラ
バ
ラ
な
状
況
だ
っ

た
り
す
る
の
か
。
教
育
環

境
で
差
異
が
無
い
よ
う
に

増
設
を
お
願
い
し
た
い
。

答
学
校
の
方
か
ら
使

用
頻
度
の
高
い
要
望

に
基
づ
い
て
設
置
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
小
中
学
校
に
設
置

さ
れ
て
い
る
冷
水
機

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。現
在
、

板
野
町
の
小
中
学
校
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対

策
で
、
衛
生
面
か
ら
も
利

用
自
体
、
推
奨
さ
れ
な
い

直
飲
み
タ
イ
プ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
機
に

今
は
や
り
の
ボ
ト
ル
給
水

用
冷
水
機
の
設
置
導
入
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
冷
水
機
か
ら
ボ
ト
ル

給
水
用
冷
水
機
へ
の

変
更
は
、
購
入
経
費
や
設

置
費
用
も
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
各
学
校
に
設
置

し
て
い
る
冷
水
機
を
使
用

し
、
ボ
ト
ル
給
水
用
冷
水

機
への
変
更
を
検
討
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
設
置

し
て
い
る
冷
水
機
の
少
な
い

学
校
に
つ
い
て
は
、
冷
水
機

の
充
実
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。再

問
「
少
な
い
と

こ
ろ
か
ら
増

や
す
。」
と
い
う
こ
と
だ

が
、
増
や
す
と
こ
ろ
に
ボ

ト
ル
給
水
型
を
考
え
て
も

ら
え
る
か
。

答
直
飲
み
に
つ
い
て
は
、

し
な
い
よ
う
に
等
指

導
を
以
前
か
ら
行
っ
て
い

る
。
冷
水
機
の
設
置
を
増

や
す
こ
と
で
の
対
応
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
災
害
時
に
お
け
る
廃
棄

物
の
処
理
に
つ
い
て

●
国
民
健
康
保
険
法
第
44

条
の
制
度
利
用
に
つ
い
て

今年 7 月の気温は
過去最高を更新！

三
み

原
はら

　大
だい

輔
すけ

 議員

質問事項：小中学校の熱中症対策について

冷水機 特別教室（エアコン）
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石
いし

田
だ

　実
みのる

 議員

質問事項：高齢者支援について

非課税世帯に
おむつの支給を！

問
自
動
車
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し

た
65
歳
以
上
～
75
歳
未
満

に
タ
ク
シ
ー
券
を
支
給
し

て
は
ど
う
か
。

答
75
歳
以
上
の
方
に

は
、
敬
老
年
金
と

一
緒
に
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

75
歳
未
満
の
方
へ
の
タ
ク

シ
ー
券
の
支
給
は
、
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

問
「
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
及
び

高
齢
者
福
祉
計
画
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
介
護
の
た
め

仕
事
に
就
け
な
い
生
活
も

厳
し
い
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
少
し
で
も
改
善
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、一
例
で
あ
る
が
、

お
む
つ
支
給
に
つ
い
て
那

智
勝
浦
町
や
山
形
県
庄
内

町
で
は
、
介
護
保
険
市
町

村
特
別
給
付
事
業
と
し

て
、
お
む
つ
支
給
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

組
は
各
地
で
も
行
わ
れ
て

お
り
、
本
町
で
も
認
定
を

受
け
た
要
介
護
１
か
ら
５

ま
で
の
非
課
税
世
帯
を
対

象
に
お
む
つ
支
給
を
し
て

は
ど
う
か
。

答
介
護
保
険
に
係
る
お

む
つ
な
ど
の
介
護
用

品
に
つ
い
て
は
、平
成
27
年
、

厚
生
労
働
省
通
知
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
任
意
事
業
の

対
象
外
と
さ
れ
て
き
た
が
、

平
成
24
年
度
に
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
か
つ
、
介

護
保
険
事
業
計
画
に
位
置

づ
け
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

に
限
り
、
特
例
継
続
、
経

過
措
置
的
に
国
や
県
の
負

担
率
が
大
き
い
介
護
保
険

任
意
事
業
と
し
て
実
施
が

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
も
来

年
３
月
が
期
限
と
な
っ
て
い

る
。
国
の
方
針
か
ら
も
、

今
後
、
お
む
つ
等
の
支
給

を
行
う
場
合
、
保
険
料
で

1
0
0
％
徴
収
す
る
か
、

町
単
独
で
の
事
業
と
な
る

た
め
、
実
施
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

問
問
題
は
、
介
護
保

険
で
施
設
入
所
し

て
い
る
人
に
は
、
お
む
つ

支
給
が
あ
る
。
し
か
し
、

在
宅
で
は
支
給
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。

お
む
つ
の
支
給
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答
介
護
保
険
の
任
意

事
業
だ
が
、
例
外

的
に
ず
っ
と
継
続
し
、
そ
の

事
業
を
行
っ
て
い
た
所
だ
け

が
そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。「
う
ち
が

や
り
た
い
で
す
」
と
手
を

挙
げ
て
も
、
そ
の
事
業
に
は

入
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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一　般　質　問

一
般
質
問
の
全
文
は
、

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

天
あ

羽
もう

　生
いく

美
み

 議員

質問事項：高齢者世帯への
� 配食サービスと見守り活動について

高齢者世帯の
孤立感なくす政策を！

の
い
な
い
世
帯
数
は
、
わ
か

ら
な
い
。

　

75
歳
以
上
の
独
居
高
齢

者
で
、
要
援
護
者
登
録
申

請
を
頂
い
て
い
る
方
は
、

1
1
6
世
帯
、
ま
た
、
80

歳
以
上
の
方
は
、
85
世
帯
。

全
員
ど
な
た
か
に
連
絡
が

取
れ
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

問
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
増
え
て
き
て

お
り
、
高
齢
化
世
帯
の
孤

立
感
・
不
安
感
が
社
会
の

大
き
な
問
題
の
一
つ
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
町
で
は
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
に
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の

政
策
の
目
的
は
何
か
。

答
要
援
護
高
齢
者
及

び
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
等
に
対
し
、
自
立
と
生

活
の
質
の
確
保
、
ご
家
族

問
町
の
「
高
齢
者
福

祉
計
画
」
で
は
、

板
野
町
の
独
居
高
齢
者
の

世
帯
の
割
合
は
、
板
野
郡

内
で
一
番
高
く
11
・
5
％
。

近
く
に
連
絡
の
取
れ
る
親

族
の
い
な
い
高
齢
者
の
方

も
増
加
し
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
を
し
て
い

る
。
75
歳
以
上
の
独
居
高

齢
者
だ
け
の
世
帯
が
、
板

野
町
に
1
1
6
世
帯
あ

る
が
、
中
で
も
、
心
細
い

と
思
わ
れ
る
の
が
、
近
く

に
連
絡
す
る
親
族
が
全
く

い
な
い
世
帯
も
少
な
く
な

い
と
想
像
す
る
。

　
県
内
に
連
絡
が
取
れ
る

親
族
が
全
く
い
な
い
75
歳

以
上
の
独
居
高
齢
者
の
世

帯
は
、
板
野
町
に
何
世
帯

あ
る
の
か
。
ま
た
、
80
歳

以
上
の
世
帯
は
ど
う
か
。

答
75
歳
以
上
・
80
歳

以
上
の
方
で
、
親
族

の
身
体
的
・
精
神
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
食
」
の
自

立
支
援
事
業
。

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

方
・
障
が
い
や
傷
病
等
の

事
由
に
よ
り
、
食
事
の
調

理
が
困
難
な
方
も
対
象
。

対
面
で
の
食
事
の
お
届
け

で
見
守
り
活
動
と
も
な
っ
て

お
り
、
是
非
、
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
現
在
、

利
用
世
帯
は
15
～
16
世
帯

で
あ
る
。

問
事
前
の
質
問
で
は

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、

見
守
り
活
動
で
は
な
い
。」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
、
見
守
り
活
動
と

し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
法
人
ル
ミ
エ
ー
ル
に
よ

る
対
面
で
の
配
食
と
な
っ
て

お
り
、
見
守
り
も
兼
ね
て
い

る
。再

問
見
守
り
活
動

の
結
果
、
問

題
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
う

い
う
対
応
を
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
配
食
の
時
に
、
実
際

に
そ
こ
に
お
ら
ず
事

業
所
の
方
で
探
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
あ
り
、
見
守

り
活
動
を
兼
ね
て
お
り
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
そ
の
他
の
質
問

●
町
道
の
草
刈
り
に
つ
い

て
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３
町
（
石
井
町
、
神

山
町
、
板
野
町
）
で
進

め
て
い
る
新
火
葬
場
整

備
計
画
に
お
い
て
、
９

月
21
日
に
、
つ
る
ぎ
町

（
せ
せ
ら
ぎ
の
風
）、
香

川
県
三
豊
市（
七
宝
苑
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
火
葬
場

を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
、
人
生
の
終

焉
に
お
い
て
厳
粛
に
最

後
を
お
別
れ
す
る
場
と

し
て
、
地
域
に
受
け
入

れ
ら
れ
た
施
設
で
あ
り

ま
し
た
。「
せ
せ
ら
ぎ

の
風
」
で
は
、
集
落
の

傍
に
あ
り
、
地
域
に
溶

け
込
ん
だ
施
設
と
し
て

「
せ
せ
ら
ぎ
１
番
地
」

と
新
た
な
所
在
地
番
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

せ
せ
ら
ぎ
の
風
：
つ
る
ぎ
町

七
宝
苑
：
香
川
県
三
豊
市

行 政 視 察 火
葬
場
視
察

議 員 研 修
　

８
月
16
日
、
板
野
町
文
化
の

館
内
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
て
、
第

26
回
板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修

を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
を

高
松
国
税
局
よ
り
お
呼
び
し
、
消

費
税
の
新
し
い
制
度
で
あ
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
板
野
郡

内
の
町
議
会
議
員
が
集
ま
り
、
講

演
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
10
月
13
日
、
J
R
ホ
テ
ル
ク
レ

メ
ン
ト
徳
島
に
て
、
第
61
回
四
国

地
区
町
村
議
会
議
長
研
修
が
開

催
さ
れ
四
国
各
地
の
町
村
議
会
議

長
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
四
国

地
区
町
村
議
会
議
長
研
修
は
、

毎
年
、
四
国
四
県
で
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
年
度
は
、
徳
島
県
で
の

開
催
の
た
め
、
徳
島
県
内
全
て
の

町
村
議
会
議
員
が
参
加
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

第
26
回
板
野
郡
町
議
会

議
員
研
修

第
61
回
四
国
地
区
町
村

議
会
議
長
研
修
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65
歳
以
上
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補

助
拡
大　

　
　
本
人
負
担
8
0
0
円
に

　

令
和
5
年
度
10
月
か
ら

の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
本
人
負
担
が

8
0
0
円
に
な
り
ま
す（
昨

年
度
の
本
人
負
担
1
，

6
0
0
円
）。
な
お
、
徳

島
県
が
8
0
0
円
、
町
が

3
，6
2
5
円
を
補
助
す
る

こ
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

全
員
協
議
会
報
告

　
　
Ｊ
Ｒ
板
野
駅
の
無
人
化
延
期
の
要
望
活
動

　
Ｊ
Ｒ
四
国
よ
り
、
令
和
6
年
1
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
板
野
駅
・
無
人
化
計
画
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
本
町
に
は
、
観
光
施
設
や
Ｊ

２
ク
ラ
ブ
も
あ
り
、
ま
た
、
駅
利
用
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
全
議
員
一
致
の
も
と
、
2
0
2
3
年
9
月
20
日
に
、
板
野
町
長
、

板
野
町
議
会
議
長
連
名
に
よ
り
、
計
画
の
延
期
の
要
望
を
い
た
し
ま
し
た
。

要　望　書

ＪＲ四国・高徳線「板野駅」無人化に対する
延期について

　貴社におかれましては、益 ご々清栄のこととお喜び申し上
げます。
　平素は、板野町行政の推進に、格別のご高配とご協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　今や少子高齢化・人口減少といった中で、貴社を取り巻
く社会情勢は、厳しい状況であると推察いたしており、先
での駅無人化は致し方ないと理解はしております。
　鉄道事業は公共性の高い事業であり、その拠点である
板野駅は徳島県の玄関口であり、急行も停車していること
から、交通の要衝の駅であると捉えております。
　2023 年 9月4日に、板野駅の無人化が繰り上げされ
2024 年 1月から実施されるとの報告がありましたが、無
人駅となれば利用者に支障を来すことも考えられ、ますます
鉄道離れが進む恐れもあると想定されます。
　地元代表として、板野町並びに板野町議会といたしまし
ては、無人化の繰り上げは受け入れがたく、できる限り板
野駅無人化の延期を強く要望いたします。

　四国旅客鉄道株式会社
　　代表取締役社長　西牧　世博　様

� 板 野 町 長　玉井　孝治
� 板野町議会議長　犬伏　博昭

　
　
新
ご
み
処
理
施
設
の

事
業
方
式
に
つ
い
て

　

1
市
２
町
（
阿
波
市
、

上
板
町
、
板
野
町
）
に
よ

る
新
ご
み
処
理
施
設
の
整

備
計
画
に
お
い
て
、
昨
年

10
月
の
入
札
不
調
を
受
け
、

検
証
の
結
果
、
事
業
方
式

を
、「
公
設
民
営
方
式
」

か
ら
「
公
設
公
営
方
式
」

に
変
更
す
る
こ
と
で
、
民

間
事
業
者
の
リ
ス
ク
が
軽

減
さ
れ
、
付
近
住
民
の
安

心
感
が
生
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
方
式
の
変
更
を

す
る
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
初
計
画
事
業

費
73
億
円
を
超
え
な
い
よ

う
要
望
し
て
い
る
こ
と
も
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
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自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
支
援

最
大
3
，０
０
０
円
限
度
に

半
額
補
助
（
町
独
自
事
業
）

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
自

転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
徳
島
県
が
、

高
校
生
、
65
歳
以
上
を
対

象
に
補
助
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
板
野
町
で
は
、

県
の
補
助
対
象
外
の
方

に
、
一
人
１
個
１
回
限
り

3
，
0
0
0
円
を
限
度
に

（
但
し
、
中
学
生
は
、
入
学

時
に
補
助
し
て
い
る
た
め
、

対
象
外
。）
の
購
入
補
助

を
実
施
す
る
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

要
望
書
の
Ｊ
Ｒ
四
国
の
回
答

○�

無
人
化
予
定
日（
2
0
2
3
年
12
月
29
日
）

を
、
2
0
2
4
年
3
月
ダ
イ
ヤ
改
正
日
に

繰
り
下
げ

※
要
望
時
に
、
他
の
協
議

し
た
内
容
に
つ
い
て
の
回
答

1�　
高
齢
者
や
障
が
い
を

持
つ
方
が
乗
降
等
が
し

や
す
い
協
力
体
制
を
お

願
い
し
た
い
。

答
人
手
不
足
等
に
よ

り
、
駅
係
員
の
常
時

配
置
を
継
続
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
、
お
客
様
か
ら

事
前
連
絡
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
随
時
係
員
を

手
配
し
、
乗
降
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

2�　
板
野
駅
ト
イ
レ
を
存

続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
現
時
点
で
、
ト
イ
レ

を
廃
止
す
る
予
定
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

3�　
板
野
駅
駅
舎
の
外
観

塗
装
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

4�　
板
野
駅
並
び
に
阿
波

大
宮
駅
跨
線
橋
の
塗
装

修
繕
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

答
塗
装
の
状
態
や
ご

利
用
状
況
を
踏
ま

え
て
四
国
全
体
で
優
先
順

位
を
つ
け
て
計
画
し
て
い

る
。
両
駅
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
計
画
は
な
い
。
引
き

続
き
、
現
状
を
把
握
し
修

繕
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

JR 板野駅
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水口　昭彦 議員 奥尾　周二 議員 東條　昭二 議員 松浦　　昶 議員

　10月 13日、四国町村議会議長会会長より、町村議会議員として、20 年以上在職し、地方自治の振興発
展に寄与された功績により、表彰されました。

　
　
　
７
月

7
日	

徳
島
県
議
長
会
正
副
会
長
会

	

役
員
挨
拶
回
り

19
日	

徳
島
県
議
長
会
役
員
会

26
日	

長
崎
県
雲
仙
市
議
会
行
政
視
察
来
訪

28
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

美
波
町
議
会
行
政
視
察
来
訪

　
　
　
８
月

2
日	

徳
島
県
町
村
議
会
定
期
総
会

4
日	

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

	

徳
島
県
知
事
と
板
野
郡
町
議
会

	

議
長
・
副
議
長
意
見
交
換
会

10
日	

四
国
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

	

議
員
連
盟
総
会

16
日	

板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修

24
日	

議
会
運
営
委
員
会

27
日	

徳
島
県
戦
没
者
追
悼
式

30
日	

四
国
新
幹
線
整
備
促
進
期
成
会

	

第
５
回
東
京
大
会

　
　
　
９
月

1
日	
９
月
議
会
定
例
会
１
日
目（
開
会・町
長
提
案
理
由
説
明
等
）

	

議
員
全
員
協
議
会

4
日	

総
務
文
教
常
任
委
員
協
議
会

5
日	

厚
生
常
任
委
員
協
議
会

6
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
協
議
会

11
日	

９
月
議
会
定
例
会
２
日
目（
一
般
質
問・議
案
審
議
）

12
日	

９
月
議
会
定
例
会
３
日
目（
議
案
審
議
・
閉
会
）

	

議
員
全
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

20
日	

J
R
四
国
・
高
松
高
徳
線
要
望
活
動

21
日	

火
葬
場
視
察

28
～
29
日

	

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会

議
会
の
う
ご
き

［発行］板野町議会　［編集］議会広報特別委員会　〒 779-0192　徳島県板野郡板野町吹田字町南 22-2
☎（088）672-5991　Fax（088）672-1115　【E-mail】gikai@town-itano.i-tokushima.jp

傍
聴
の
ご
案
内

　

定
例
会
議
は
、
３

月
・
６
月
・
９
月
・

12
月
に
開
催
し
ま
す
。

議
場
で
ど
の
よ
う
な

発
言
を
し
て
い
る
の

か
、
お
越
し
い
た
だ

き
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。
お
問
い
合
わ
せ
は

議
会
事
務
局
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
意
見
募
集

　

議
会
だ
よ
り
は
、

今
回
で
３
回
目
の
発

刊
と
な
り
ま
す
が
、

よ
り
充
実
し
た
内
容

に
す
る
た
め
、
町
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
に
つ
い
て
ご
意

見
い
た
だ
け
る
方
は
、

下
記
の
連
絡
先
（
電

話
・
メ
ー
ル・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

ま
で
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
第
３
号
の
編
集
で
は
、
前
号
以
上
に
見

や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
を
い
た
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
、
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
沢
山
ご
ざ
い
ま
す
。
第
４
号

で
は
、
新
し
い
体
制
で
住
民
の
皆
様
に
愛

さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
・
感
想
な
ど

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

�

副
委
員
長　
根
ヶ
山　
昇

記後集編

議員表彰
功労者
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